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朝日新聞99歳で元気に働く

昭和の映画スター、俳優の辰兄・梅宮辰夫さんが2019年12月12日、慢性腎不全で亡くなりました（81歳）
長年にわたってがんを患い、6度の手術をし、闘病生活をしながら俳優業を続けていたそうです

最後の言葉は「つりがしてえ」だったそうです

人は生きて、元気に自分の好きなことが出来るだけで幸せなのです。
自分の身体に、健康に、周りの人たちに感謝しましょう！

70代で介護施設に入る人達がいる一方で、90歳を超えても元気に活動したり、働いている人も多数います。
「人との触れ合い」は食事・睡眠・歩きと同様に生きるために欠かせない要素です。

働くことは外に出て季節を感じ、人と触れ合う機会も多く、自分の健康に大いにプラスしていると思います。
生涯、現役の意気込みで生きようではありませんか？
仕事に、ボランタリーに、自分の好きな趣味に・・・・
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